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一
九
七
九
年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
』
も

あ
と
三
冊
で
完
結
さ
れ
る
。
今
回
そ
の
別
巻
と
し
て
、
比
較
的
重
要
な
手

紙
一
〇
一
通
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
宛
の
マ
ク
シ
ム
ス
の
手
紙
一
通
（
書

簡
一
六
）
を
含
む
）
を
収
録
す
る
二
分
冊
の
『
書
簡
集
』
が
刊
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、『
著
作
集
』
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
書
簡
は
、
発
信
受
信
と
も
彼
の
生
前
か
ら
コ
ピ

ー
さ
れ
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
ヒ
ッ
ポ
の
彼
の
手
許
に
残
さ
れ
た
そ

の
集
成
は
、
彼
自
身
が
最
晩
年
に
編
集
し
た
上
で
残
す
こ
と
を
企
図
し
て

い
た
─
─
題
は
そ
の
と
き
付
け
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
─
─
が
、
十

分
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
彼
の
手
を
離
れ
て
流
布
し
た
も
の
も
含
め
て
、
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
書
い
た
も
の
二
五
二
通
、
彼
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
四

九
通
、
彼
の
知
人
が
第
三
者
に
宛
て
た
も
の
七
通
の
総
数
三
〇
八
通
が
現

在
見
出
さ
れ
、
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
訳
さ
れ
た
の
は
そ
の
約

四
割
に
当
た
る
。
第
一
部
、
ミ
ラ
ノ
で
の
回
心
直
後
（
三
八
六
年
）
か
ら

ヒ
ッ
ポ
の
副
司
教
就
任
（
三
九
五
年
）
ま
で
、
第
二
部
、
司
教
就
任
（
三

九
六
年
）
か
ら
西
ゴ
ー
ト
族
に
よ
る
ロ
ー
マ
攻
略（
四
一
〇
年
）
ま
で（
以

上
別
巻
Ⅰ
）、
第
三
部
、
カ
ル
タ
ゴ
協
議
会
（
四
一
一
年
）
か
ら
ペ
ラ
ギ

ウ
ス
派
論
争
を
経
て
彼
の
死
（
四
三
〇
年
）
に
至
る
ま
で
の
手
紙
が
執
筆

年
代
順
に
並
べ
ら
れ
、
別
巻
Ⅱ
の
最
後
に
は
、
第
四
部
と
し
て
、
一
九
八

一
年
に
発
見
さ
れ
た
二
九
通
の
新
書
簡
、
い
わ
ゆ
る
『
デ
ィ
ヴ
ジ
ャ
ッ
ク

書
簡
』（
Ｐ
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
伝
』
教
文
館
、
下
巻

「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
を
参
照
せ
よ
）
か
ら
も
六
通
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
書
簡
は
、
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
著
作
の
理
解
を

深
め
る
の
に
大
い
に
役
に
立
つ
。
た
と
え
ば
、
親
友
ネ
ブ
リ
デ
ィ
ウ
ス
に

宛
て
ら
れ
た
一
連
の
手
紙
（
書
簡
三
、
四
、
七
、
九
―
一
四
）
か
ら
は
、

プ
ラ
ト
ン
主
義
哲
学
を
め
ぐ
る
若
き
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
精
神
的
発
展

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
興
味
が
尽
き
な
い
。
ま
た
、
書
簡
一
七
四
は
『
三

位
一
体
』
の
完
成
に
つ
い
て
の
複
雑
な
事
情
を
明
ら
か
に
し
、
新
書
簡

一
Ａ
と
新
書
簡
二
は
、『
神
の
国
』
の
読
解
の
手
引
き
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
彼
の
生
き
た
古
代
末
期
の
教
会
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
を
知
る
た

め
の
第
一
級
の
史
料
で
あ
る
。
教
皇
イ
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
や
ケ
レ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
宛
の
書
簡
一
七
五
、
一
七
七
、
二
〇
九
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
司

教
キ
ュ
リ
ロ
ス
宛
の
新
書
簡
四
は
、
当
時
の
外
交
シ
ー
ン
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
。
最
も
長
大
な
書
簡
九
三
「
異
端
者
に
対
す
る
力
の
強
制
に
つ
い

て
」
は
皇
帝
に
よ
る
ド
ナ
テ
ィ
ス
ト
鎮
圧
令
が
発
せ
ら
れ
実
施
さ
れ
た
経

緯
を
知
る
重
要
な
文
書
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
富
裕
層
（
書
簡
一
二
六
、
一

三
〇
）
や
権
力
者
（
書
簡
一
八
九
、
二
二
〇
）
に
対
す
る
勧
告
で
は
富
や

欲
望
に
対
す
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
態
度
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
書
簡
に
は
論
文
と
の
相
違
の
な
い
も
の
も
多
い
。

と
り
わ
け
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
論
争
と
そ
の
後
の
い
わ
ゆ
る
セ
ミ
・
ペ
ラ
ギ

ウ
ス
論
争
（
た
だ
し
、
こ
の
用
語
は
後
代
の
も
の
〔
Ⅱ
三
一
一
頁
参
照
〕）

に
お
い
て
、
書
簡
一
四
五
「
律
法
と
恩
恵
に
つ
い
て
」、
書
簡
一
八
六

「
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
主
義
に
つ
い
て
」、
書
簡
一
九
四
「
恩
恵
に
つ
い
て
」、
書

簡
二
一
七
「
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
主
義
に
つ
い
て
」
は
、『
著
作
集
』
で
の
種
々

の
論
考
の
論
点
を
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
明
確
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

原
典
の
難
読
箇
所
等
が
注
記
さ
れ
た
上
で
の
翻
訳
は
概
し
て
読
み
や
す

く
、
各
書
簡
に
は
、
最
新
の
英
訳
等
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
解
題
が
付

さ
れ
て
内
容
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。「
書
簡
に
刻
ま
れ
た
ア
ウ
グ
ス
テ

ィ
ヌ
ス
の
姿
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
題
に
心
を
込
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
牧

会
者
の
そ
れ
で
す
。
こ
の
書
簡
集
に
よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
は
『
隣
人
愛
の

人
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
』
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
に
文
体

ま
で
相
手
の
こ
と
を
慮
っ
て
微
妙
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
若
い
と

き
か
ら
老
年
に
至
る
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち

も
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
こ
の
書
簡
集
を
手
許
に
置
い
て
伴
侶
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」（「
訳
者
あ
と
が
き
」
Ⅱ
四
六
四
―
五
頁
）
と
い
う
示
唆
は
、

書
簡
一
八
五
「
ド
ナ
テ
ィ
ス
ト
批
判
」（『
著
作
集
』
第
九
巻
所
収
）
の
翻

訳
以
来
、
二
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
書
簡
翻
訳
に
注
が
れ
た
訳
者
の

愛
情
が
な
せ
る
ま
さ
に
至
言
で
あ
る
。
今
こ
そ
教
父
の
味
読
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

（
で
む
ら
・
か
ず
ひ
こ
＝
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
Ⅰ
＝
三
八
四
頁
、
定
価
五
四
六
〇
円
〔
税
込
〕・

Ⅱ
＝
四
九
六
頁
、
定
価
六
三
〇
〇
円
〔
税
込
〕・
教
文
館
）

書
簡
か
ら
隣
人
愛
の
教
父
に
触
れ
る

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著

金
子
晴
勇
訳

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
別
巻
Ⅰ
、Ⅱ

書
簡
集（
１
）、（
２
）

出
村
和
彦
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人
が
自
ら
の
半
生
を
語
る
契
機
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
「
あ
と
が

き
」
の
中
で
、
あ
る
同
僚
の
「
問
い
か
け
」
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

闘
病
を
続
け
な
が
ら
「
研
究
と
執
筆
活
動
に
専
念
」
す
る
同
僚
の
「
執
筆

活
動
に
打
ち
込
む
と
い
う
気
迫
」
が
「
問
い
か
け
」
と
な
り
、
そ
れ
に
応

え
る
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
た
、
と
。
ま
た
、「
序
」
の
中
で
は
、「
戦
後

と
い
う
特
色
を
刻
ん
だ
時
期
」
が
「
過
去
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」
こ
と

を
挙
げ
、「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
よ
っ
て
導
か
れ
育
て
ら
れ
た
」
者
と
し

て
、「
戦
争
の
痕
跡
と
い
う
特
色
を
帯
び
た
時
期
に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教

教
育
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
一
研
究
者
と

し
て
」
で
は
な
く
、「
一
人
の
時
代
の
証
言
者
と
し
て
（
中
略
）
答
え
て

い
こ
う
」
と
も
記
し
て
い
る
。

　

本
書
は
そ
の
よ
う
な
問
い
が
契
機
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
戦
後
の

キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
担
っ
た
人
々
と
彼
ら
に
触
発
さ
れ
た
若
い
日
の
」
著

者
の
「
魂
の
軌
跡
を
記
す
物
語
」
で
あ
る
。

　

本
書
の
「
舞
台
」
は
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
大
阪
で
あ
る
。
幼
年
期
、

児
童
期
を
経
て
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
に
学
び
、
教
会
に
導
か

れ
受
洗
に
至
る
ま
で
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

著
者
は
出
会
っ
た
〈
忘
れ
得
ぬ
人
々
〉
の
姿
と
そ
れ
ら
の
人
々
と
の
関

わ
り
の
中
で
模
索
し
つ
つ
成
長
す
る
自
身
の
姿
を
細
や
か
に
、
ま
た
慈
し

む
よ
う
に
描
い
て
い
く
。
駆
け
落
ち
で
結
ば
れ
、
誠
実
に
生
き
、
著
者
た

ち
を
育
ん
だ
両
親
。
同
志
社
香
里
中
高
設
立
に
寄
与
し
、
著
者
を
同
校
受

験
へ
と
導
い
た
柴
田
勝
正
氏
。
著
者
を
温
か
く
見
守
り
、
助
言
を
惜
し
ま

な
か
っ
た
生
島
吉
造
校
長
を
は
じ
め
、
多
彩
な
同
志
社
香
里
の
教
師
達
。

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
登
場
人
物
と
の
交
わ
り
を
描
く
ど
の
場
面
を
切
り

取
っ
て
み
て
も
、
子
ど
も
が
、
あ
る
い
は
少
年
が
捉
え
た
真
実
が
み
ず
み

ず
し
く
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
姿
が
魂
の
風
景
の
一
部
と

な
っ
て
著
者
を
支
え
続
け
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　

二
つ
の
場
面
を
例
と
し
て
挙
げ
た
い
。

　

一
つ
は
、
少
女
Ｍ
と
の
文
通
を
断
念
し
、
彼
女
の
手
紙
を
す
べ
て
燃
や

し
て
う
な
だ
れ
る
高
校
生
の
息
子
を
見
て
父
が
語
り
か
け
る
場
面
で
あ
る
。

　

お
父
ち
ゃ
ん
の
仕
事
は
な
、
紙
の
仕
事
や
さ
か
い
、
寒
い
時
で
も
ス

ト
ー
ブ
を
焚
く
こ
と
は
で
き
ひ
ん
。
暑
い
日
で
も
扇
風
機
を
回
す
こ
と

は
で
き
ひ
ん
。
そ
う
い
う
所
で
、
お
父
ち
ゃ
ん
は
一
日
仕
事
を
し
て
い

る
。
き
び
し
い
仕
事
や
。
で
も
な
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
仕
事
と
い
う
の

は
そ
う
い
う
厳
し
い
も
の
や
。
和
夫
に
は
一
度
、
お
父
ち
ゃ
ん
の
仕
事

場
を
見
せ
て
や
り
た
い
！

　

息
子
は
こ
の
よ
う
な
父
の
言
葉
を
励
ま
し
と
受
け
止
め
、
父
の
姿
と
と

も
に
心
に
刻
み
つ
け
る
。
そ
し
て
、
後
年
牧
会
者
と
し
て
最
初
の
教
会
に

着
任
す
る
折
に
も
、
仕
事
場
に
向
か
う
父
の
姿
を
夢
に
見
る
の
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、
生
島
校
長
の
「
自
律
の
精
神
」
を
重
ん
じ
る
「
教
育
方

針
を
盾
に
取
」
っ
て
チ
ャ
ペ
ル
を
欠
席
す
る
生
徒
が
増
え
る
中
、
な
お
も

自
主
的
な
出
席
を
呼
び
か
け
る
校
長
の
「
苦
悩
」
に
共
感
し
、
高
校
生
の

著
者
が
激
し
く
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。《
教
育
と
は
所
詮
、
一

つ
の
魂
が
一
つ
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
動
か
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。》
─
─

こ
れ
は
生
島
校
長
の
言
葉
だ
が
、
そ
の
時
以
来
、
教
育
の
根
源
を
問
う
こ

の
言
葉
が
「
苦
悩
に
歪
ん
で
い
る
」
そ
の
人
の
表
情
と
と
も
に
著
者
の
胸

に
深
く
刻
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

挿
絵
の
魅
力
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
全
部
で
十
九
枚
の
挿
絵

及
び
五
枚
の
手
書
き
の
図
は
す
べ
て
著
者
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
書
き
た
く
て
も
な
か
な
か
文
章
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
素

描
に
は
描
き
出
さ
れ
て
い
る
」
と
著
者
も
語
っ
て
い
る
が
、「
折
々
の
場

面
」
の
人
物
や
出
来
事
な
ど
が
描
か
れ
た
そ
れ
ら
は
絵
本
の
絵
の
よ
う
な

魅
力
を
持
ち
、
本
文
の
内
容
を
補
っ
て
い
る
。
ま
た
、
附
録
と
し
て
収
め

ら
れ
た
『
一
人
の
人
間
に
』（
一
九
九
一
年
、
新
教
出
版
社
）
よ
り
の
八

つ
の
断
章
も
、
本
書
の
登
場
人
物
の
素
描
と
し
て
味
わ
い
深
い
。

　

本
書
の
各
章
は
著
者
が
勤
務
す
る
西
南
学
院
大
学
の『
国
際
文
化
論
集
』

に
掲
載
さ
れ
た
。「
書
き
続
け
て
い
る
間
に
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
反
響

が
周
辺
で
起
こ
」
り
、『
前
篇
』
上
梓
の
運
び
と
な
っ
た
。『
前
篇
』
は
卒

業
式
の
数
日
前
に
生
島
校
長
に
呼
び
出
さ
れ
、「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
へ
の

志
を
託
さ
れ
」
る
と
こ
ろ
で
結
ば
れ
る
。
続
篇
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

（
な
か
ね
・
ひ
ろ
あ
き
＝
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
員
）

（
四
六
判
・
二
四
六
頁
・
定
価
一
五
七
五
円
〔
税
込
〕・
教
文
館
）

キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
触
発
さ
れ
た
魂
の
軌
跡
を
記
す
物
語

塩
野
和
夫
著

キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
私 

前
篇

中
根
広
秋
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■
新
教
出
版
社

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
預
言
者
の
特
質
─
─
伝
承
史
的
・
社
会

史
的
研
究

樋
口　

進
著

王
国
時
代
、と
り
わ
け
紀
元
前
８
世
紀
か
ら
６
世
紀
に
か
け
て
集
中
的
に
出
現
し
た「
預

言
」
と
い
う
現
象
は
何
だ
っ
た
の
か
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
に
あ
っ
て
も
特
異
な
性

格
を
持
つ
そ
の
本
質
を
、
本
書
は
、
預
言
者
の
支
持
グ
ル
ー
プ
に
着
目
し
つ
つ
、
社
会

史
的
な
視
座
を
採
用
し
て
そ
の
謎
に
迫
っ
た
労
作
で
あ
る
。

	

Ａ
５
判
・
３
０
０
頁
・
予
価
４
０
０
０
円

オ
ラ
ン
ダ
人
従
軍
慰
安
婦
の
真
実
（
仮
題
）

マ
ル
ゲ
リ
ー
ト
・
ハ
ー
マ
ー
著
／
村
岡
崇
光
訳

日
本
軍
占
領
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
軍
に
よ
っ
て
強
制
的
に
慰
安
婦
と
さ
せ
ら
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
人
女
性
た
ち
の
声
を
掘
り
起
こ
し
、
彼
女
た
ち
の
人
生
に
起
き
た
事
柄
を
丁

寧
に
聴
き
取
る
。
自
ら
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
育
っ
た
著
者
は
、
元
従
軍
慰
安
婦
た
ち
へ

の
支
援
と
、
彼
女
た
ち
へ
の
補
償
を
求
め
る
活
動
に
従
事
し
て
き
た
人
で
あ
る
。

	

四
六
判
・
１
６
０
頁
・
予
価
１
５
０
０
円

■
教
文
館

旧
約
聖
書
文
学
史
入
門

Ｋ
・
シ
ュ
ミ
ー
ト
著
／
山
我
哲
雄
訳

旧
約
聖
書
の
テ
キ
ス
ト
群
を
時
代
区
分
・
類
型
に
よ
っ
て
文
学
的
に
特
徴
付
け
、
成
立

過
程
と
相
互
連
関
を
解
明
す
る
意
欲
的
な
試
み
。
現
代
旧
約
学
を
代
表
す
る
基
礎
文
献

と
し
て
必
読
の
研
究
。	

Ａ
５
判
・
４
１
６
頁
・
４
７
２
５
円

『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
信
仰
問
答
』入
門
─
─
資
料
・
歴
史
・
神
学

Ｌ
・
Ｄ
・
ビ
エ
ル
マ
編
／
吉
田　

隆
訳 

宗
教
改
革
の
戦
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
教
派
的
・
時
代
的
・
地
域
的
制
約
を
越
え
て
愛

さ
れ
て
き
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
信
仰
問
答
。
そ
の
歴
史
的
・
神
学
的
背
景
、
執
筆
者
問

題
な
ど
を
ま
と
め
た
、
日
本
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
本
格
的
研
究
。

	

Ａ
５
判
・
３
２
０
頁
・
３
３
６
０
円

■
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局 

信
仰
生
活
の
手
引
き　

礼
拝

越
川
弘
英
著

な
ぜ
キ
リ
ス
ト
者
は
主
の
日
に
礼
拝
に
集
う
の
か
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
自
覚
と
行

動
、
生
活
は
、
礼
拝
を
通
し
て
お
の
ず
と
形
づ
く
ら
れ
る
。
礼
拝
の
意
味
を
明
確
に
理

解
し
、
意
義
深
く
参
与
す
る
た
め
に
。	

四
六
判
・
１
６
０
頁
・
１
３
６
５
円

み
ん
な
で
礼
拝 

ア
イ
デ
ィ
ア
集

「
こ
ど
も
さ
ん
び
か
改
訂
版
」
を
用
い
て

礼
拝
ア
イ
デ
ィ
ア
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
／
飯
塚
拓
也
、
古
賀 

博
、

真
壁 

巌
、
吉
岡
光
人
監
修

子
ど
も
と
共
に
心
を
合
わ
せ
て
礼
拝
を
さ
さ
げ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
集
。
教
会
暦
や

各
行
事
の
礼
拝
で
『
こ
ど
も
さ
ん
び
か
改
訂
版
』
を
活
用
す
る
た
め
の
提
案
、
選
曲
や

用
い
方
の
工
夫
も
添
え
る
。	

Ｂ
５
判
・
８
０
頁
・
１
６
８
０
円

並
木
浩
一
著
作
集　

第
１
巻　
ヨ
ブ
記
の
全
体
像

並
木
浩
一
著

旧
約
聖
書
は
今
、
私
に
何
を
語
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
生
涯
を
か
け
て
き
た
旧
約
学
者

の
著
作
集
、
第
一
巻
。
著
者
の
ヨ
ブ
記
論
を
ま
と
め
、
神
よ
り
ヨ
ブ
に
与
え
ら
れ
た
新

し
い
視
点
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。	

Ａ
５
判
・
３
３
８
頁
・
４
２
０
０
円
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書
店
名

郵
便
番
号

住
　
所

電
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

U
RL

メ
ー
ル

郵
便
振
替

北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
書
店
06
0-
08
07

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
６
丁
目

01
1-
73
7-
17
21

01
1-
74
7-
59
79

ht
tp
:/
/w
w
w
.jb
-s
ho
p.
co
m
sa
sa
ki
@
jb
-s
ho
p.
co
m

02
77
0-
2-
56
52
0

善
隣
館
書
店

02
0-
00
25

盛
岡
市
大
沢
川
原
3-
2-
37

01
9-
65
4-
12
16

共
用

htt
p:/
/w
ww
7.o
cn
.ne
.jp
/~
zen
-bo
ok/

ze
nri
nk
an
_s
yo
ten
@y
ah
oo
.co
.jp
02
35
0-
0-
87
4

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店

98
0-
00
12

仙台
市青
葉区
錦町
1-1
3-6
　東
北教
区セ
ンタ
ー・
エマ
オ1
F
02
2-
22
3-
27
36

共
用

fq
cw
k5
24
@
yb
b.
ne
.jp

02
23
0-
0-
31
15
2

恵
泉
書
房

26
0-
00
21

千葉
市中
央区
新宿
2-8
-2　
千葉
クリ
スチ
ャン
セン
ター
ビル
04
3-
23
8-
12
24

04
3-
24
7-
30
72

ke
is
en
@
ve
st
a.
oc
n.
ne
.jp

00
12
0-
9-
43
61
9

教
文
館

10
4-
00
61

東
京
都
中
央
区
銀
座
4-
5-
1

03
-3
56
1-
84
48

03
-3
56
3-
12
88

htt
p:/
/w
ww
.ky
ob
un
kw
an
.co
.jp
xb
oo
ks
@
ky
ob
un
kw
an
.c
o.
jp
00
12
0-
2-
11
35
7

聖
公
書
店

16
2-
08
14

東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
9-
1

03
-3
23
5-
56
81

03
-3
23
5-
56
82

htt
p:/
/w
ww
/s
eik
ok
ai-
pu
b.j
p/

nsk
k-b
ook
sho
p@
com
pan
y.e
ma
il.n
e.jp
00
14
0-
8-
50
88
0

ア
バ
コ
・
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
16
9-
00
51

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2-
3-
18
03
-3
20
3-
41
21

03
-3
20
3-
41
86

ht
tp
:/
/w
w
w
.a
va
co
.in
fo

av
ac
o@
av
ac
o.
in
fo

00
13
0-
0-
96
39
8

待
晨
堂

16
7-
00
53

東
京
都
杉
並
区
西
荻
南
3-
16
-1

03
-3
33
3-
57
78

03
-3
33
3-
63
78

http
://m

emb
ers3

.jco
m.h
ome
.ne.
jp/t
aish
indo
/
ta
ish
ind
o@
jco
m.
ho
me
.ne
.jp
00
11
0-
8-
95
82
7

キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
ン
ナ
16
2-
08
14

東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
9-
1

03
-3
26
9-
44
90

03
-3
26
9-
44
91

kiri
sut
oky
ou
sho
ten
ha
nn
a@
ybb
.ne
.jp
00
15
0-
9-
59
55
09

バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
南
青
山
10
7-
00
62

東
京
都
港
区
南
青
山
5-
10
-2

03
-6
41
8-
52
30

03
-6
41
8-
52
31

bi
bl
eh
ou
se
@
bi
bl
e.
or
.jp

横
浜
キ
リ
ス
ト
教
書
店

23
1-
00
63

横
浜
市
中
区
花
咲
町
3-
96

04
5-
24
1-
38
20

04
5-
24
1-
58
81

http
://w

ww7
b.big

lobe
.ne.j
p/~y

okoh
ama
-cbs
/ind
ex.h
tml
sk
sc
h@
m
va
.b
ig
lo
be
.n
e.
jp
00
25
0-
4-
25
12

清
光
書
店

95
1-
81
14

新
潟
市
営
所
通
一
番
町
31
3

02
5-
22
9-
06
56

共
用

00
68
0-
8-
47

静
岡
聖
文
舎

42
0-
08
12

静
岡
市
葵
区
古
庄
3-
18
-1
2

05
4-
26
4-
02
64

05
4-
26
4-
44
16

in
fo
@
s-
se
ib
un
.c
o.
jp

08
10
-8
-2
65
58

名
古
屋
聖
文
舎

46
4-
08
50

名
古
屋
市
千
種
区
今
池
5-
28
-4

05
2-
74
1-
24
16

05
2-
73
3-
26
48

http
://
hom
epa
ge3
.nif
ty.c
om
/se
ibu
nsh
a/
na
go
ya
-se
ibu
ns
ha
@n
ifty
.co
m
00
81
0-
5-
14
07
3

京
都
ヨ
ル
ダ
ン
社

60
2-
08
54

京
都
市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原
町
東
入
ル
07
5-
21
1-
66
75

07
5-
21
1-
28
34

ktj
ord
an
@m
bo
x.k
yo
to-
ine
t.o
r.jp
01
01
0-
2-
59
4

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
書
店

53
0-
00
02

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
2-
1-
15
06
-6
34
5-
29
28

06
-6
34
5-
21
87

htt
p:/
/w
ww
11
.oc
n.n
e.jp
/~
osa
kac
bs
oc
hr
bo
ok
@
riv
er
.o
cn
.n
e.
jp
00
99
0-
3-
43
00
9

堺
キ
リ
ス
ト
教
書
店

59
1-
80
44

堺
市
北
区
中
長
尾
町
2-
1-
18

07
2-
25
7-
09
09

07
2-
25
3-
61
32

sa
ka
i-x
@
to
pa
z.
pl
al
a.
or
.jp
00
96
0-
9-
47
42
6

神
戸
キ
リ
ス
ト
教
書
店

65
0-
00
21

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
3-9
-18
三
陽
ビ
ル
2F
07
8-
33
1-
75
69

07
8-
33
1-
99
33

01
15
0-
7-
45
12
0

広
島
聖
文
舎

73
0-
00
16

広
島
市
中
区
幟
町
7-
28

08
2-
22
8-
49
14

08
2-
22
3-
09
51

01
36
0-
4-
19
58

徳
島
キ
リ
ス
ト
教
書
店

77
0-
00
52

徳
島
市
中
島
田
町
3-
57
-1

08
8-
63
3-
63
35

共
用

htt
p:/
/w
ww
6.
oc
n.n
e.j
p/
^tc
s/
to
ku
sh
ot
en
@
sh
irt
.o
cn
.n
e.
jp
01
63
0-
5-
37
11
9

松
山
キ
リ
ス
ト
教
書
店

79
0-
08
04

松
山
市
中
一
万
町
1-
23

08
9-
92
1-
55
19

08
9-
92
1-
54
13

sk
sc
h@
do
ki
do
ki
.n
e.
jp

01
65
0-
1-
21
20

北九
州キ

リス
ト教
ブッ
クセ
ンタ
ー
80
2-
00
22

北
九
州
小
倉
北
区
上
富
野
5-
2-
18
09
3-
96
7-
03
21

共
用

ht
tp
:/
/k
cb
oo
k.
ne
t./

kc
bo
ok
ce
nt
er
@
yb
b.
ne
.jp
01
78
0-
4-
39
96
5

新
生
館

81
0-
00
73

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
2-
7-
7

09
2-
71
2-
61
23

09
2-
78
1-
54
84

01
75
0-
5-
10
93
2

キ
リ
ス
ト
教
書
店
ハ
レ
ル
ヤ
86
2-
09
71

熊
本
市
大
江
4-
20
-2
3

09
6-
37
2-
35
03

共
用

01
73
04
-4
50
44

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
書
店

90
1-
21
34

浦
添
市
港
川
2-
25
-1

09
8-
87
7-
72
83

共
用

htt
p:/
/w
ww
.ok
ina
wa
cb
s.c
om
/
ok
in
aw
ac
bs
@
ya
ho
o.
co
.jp
02
03
08
-1
28
3

エ
マ
オ
・
BO
OK
セ
ン
タ
ー
90
4-
00
04

沖
縄
市
中
央
3-
14
-2

09
8-
92
9-
37
76

共
用

htt
p:/
/w
ww
.ok
ina
wa
cb
s.c
om
/
em
ao
cb
s@
ya
ho
o.
co
.jp
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富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後
、
登
山
者
が
増
え
そ
う
で

あ
る
が
、
私
は
十
年
ほ
ど
前
に
登
山
を
済
ま
せ
た
。
そ
の
時
は
五
十
才
に

な
る
直
前
で
、
体
力
的
に
は
自
信
が
あ
っ
た
が
、
念
の
た
め
「
中
高
年
向

き
ツ
ア
ー
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
成
功
し
た
。

　

案
内
書
に
装
備
を
整
え
て
く
だ
さ
い
と
あ
る
の
で
、
神
田
の
登
山
専
門

店
に
行
く
と
、
最
新
の
ヤ
ッ
ケ
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
本
格
的
な
登
山
靴

を
勧
め
ら
れ
た
。
ず
い
ぶ
ん
値
の
張
る
も
の
で
、「
素
人
に
高
額
商
品
を

買
わ
せ
る
つ
も
り
か
」
と
腹
も
立
っ
た
が
、
気
弱
な
私
は
言
わ
れ
る
ま
ま

に
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
成
功
し
た
。

　

い
よ
い
よ
登
山
の
日
と
な
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
最
後
に
、「
無
事
に

帰
っ
て
来
た
け
れ
ば
、
私
の
言
う
こ
と
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
念
を
押

さ
れ
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
山
に
無
知
な
私
は
「
必
ず
そ
う
し
よ

う
」
と
決
心
し
た
。
こ
れ
も
成
功
し
た
。

　

つ
づ
れ
折
の
坂
を
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
行
く
と
次
第
に
も
ど
か
し
く
な
っ

て
く
る
。
一
気
に
直
登
し
た
方
が
楽
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
つ
つ
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
後
に
着
い
て
行
く
。
休
憩
に
な
る
と
ガ
イ
ド
さ
ん
が
「
荷
物
を
担

い
だ
ま
ま
、
立
っ
て
休
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。
荷
物
を
下
す
と
、
再

び
担
ぐ
の
に
体
力
を
消
耗
す
る
ら
し
い
。
リ
ュ
ッ
ク
を
下
し
た
い
気
持
ち

を
抑
え
て
、
立
っ
た
ま
ま
休
憩
し
た
。
し
か
し
三
回
目
の
休
憩
の
時
、
事

が
起
こ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
数
人
が
、
荷
物
を
下
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
四
回
目
の
休
み
の
時
に
は
、
約
半
数
の
人
が
荷
物
を
下
し
、

座
り
込
む
事
態
と
な
っ
た
。
皆
が
そ
う
す
る
な
ら
私
も
座
っ
て
休
み
た
か

っ
た
が
、「
ガ
イ
ド
さ
ん
の
指
示
に
従
う
」
と
決
め
た
以
上
、
荷
物
を
担

ぎ
、
立
っ
た
ま
ま
休
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
お
陰
で
最
小
限
の
疲
労
で
富

士
登
山
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
登
山
専
門
店
で
買
っ
た
高
価
な
装
備

が
功
を
奏
し
た
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
安
価
な
ビ
ニ
ー
ル
合
羽
を
着

た
人
は
、
体
が
蒸
れ
て
下
着
を
濡
ら
し
体
力
を
消
耗
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

人
の
言
う
こ
と
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
と
は

い
え
専
門
家
の
言
う
こ
と
は
一
応
聞
い
て
お
い
て
間
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

（
寺
田
）

編
集
室
か
ら
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